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研究成果の概要（和文）：本研究は（１）現代思想のマッピング⇒（４）新しい普遍の創出に至る4つのステージに沿
って着実に実施された。そのなかでICCT（東京大学、華東師範大学、北京大学、ニューヨーク大学を中心とする国際コ
ンソーシアム）などの国際的協力関係が構築され、新しい普遍をめぐる最新議論の国際発信基地となった。最終年度の
大型国際シンポジウム「“現場”の挑戦と文学の営み」と「“新しい普遍性”をめぐる東アジア三方対話」では東アジ
アから発信する新しい普遍すなわち地上的普遍性の可能性が議論され、今後の議論の発展に繋がるものとなった。その
成果はブックレット『グローバル化時代の現代思想』Vol.1～5として発表した。

研究成果の概要（英文）：In this project, we have developed a process consists of four steps from (1)map 
contemporary thoughts to (4) proposes a “new universality”. In this process we organized many research 
meetings, seminars and lectures, especially the International Consortium for Critical Theory with East 
China Normal University, Peking University, and New York University and two international symposiums at 
final year. These made it possible to interaction of ideas on the possibility of the “new 
universality”especially an "earthy universality" from East Asia among the scholars of contemporary 
philosophy. The results of this project are published in the CPAG booklet series (5 Vols.).
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

本研究のターゲットは 20 世紀とりわけ第二

次大戦後の現代思想である。ポストモダンの 

思想や構造主義、ポスト構造主義、ジェンダ

ー論、批評理論、ポストコロニアリズムなど、

現代思想の内実は多様であり、統一的なテー

マも方法論も設定されていない。むしろ、そ

の多様な展開こそが現代思想の特徴である

とも言えよう。その一方で、現代思想の多様

さを大局的な視座から総合し、思想史に位置

づける作業はこれまで実施されてこなかっ

た。たとえあったとしてもそれは入門書のレ

ベルを越えていない。すなわち、多様に展開

している現代思想を過去の人類の遺産とし

て確定させ、その成果をこれから始まる新し

い時代の糧として供給することは、現代の思 

想史に課せられたテーマなのである。こうし

た現代思想の多様性の一方で、現代思想が依

拠している概念枠には一貫して西洋的なバ

イアスがかかっていることも否めない。それ

もまた現代思想の特異な性格である。だから 

こそ、本研究が東アジアという地政学的条件

において実施されるということが学術的・国

際的に意義を持つ。日本・中国・韓国におけ

る「近代的なもの」あるいは「西洋的なもの」

の受容を根底から検討し、西洋思想の概念枠

と東洋思想の概念枠を横断的に検討するこ

とで、グローバル化時代に対応しうる規範を

―まさしく「東アジア」を発信源として―打

ち立てる、それを為すこともまた現代の思想

史に課せられたテーマに他ならない。 

 

２．研究の目的 

第二次大戦後の思想は「現代思想」という抽

象的な語でしか括れないほど多様である。故

に俯瞰的な概念マップを作成する包括的研

究が現代思想に欠如している。本研究の目的

はそれを補い、多様に展開している現代思想

を過去の人類の遺産として確定させ、成果を

後の時代の糧として供給することである。現

代思想が依拠してきた概念枠には西洋的な

バイアスが掛っていることを踏まえ、西洋的

概念を東洋的概念と突き合わせることで、ま

た東洋的概念同士、つまり日本・韓国・中国

の概念を相互に突き合わせることで概念マ

ップを塗り替える。その作業を経て、グロー

バル化時代を生きる人間とそれを取り巻く

社会の規範となる人間モデルや社会モデル

を「新しい普遍」として提示する。 

 

３．研究の方法 

現代思想を再構築して全体像を「新しい普

遍」として提示するため、本研究は（１）「現

代思想のマッピング（現代思想のカテゴリー

化）⇒（２）カテゴリー毎の分析 ⇒（３）

カテゴリー横断的比較思想分析⇒（４）新し

い普遍の創出（将来の人間モデルと社会モデ

ルの提示）」というステージを設定し、この

サイクルを 1 セットとしてフィードバック

を加えながら 2 セット以上実施する。本研究

の方法は多数の海外連携機関と構築する国

際共同研究体制のもとでの研究者間の対話

を軸とする。合意を 

ベースにしたボトムアップ的なアプローチ

を現代思想の分野に適用する。具体的には、

研究者によるリサーチ・ミーティングの実施

が本研究の柱となる。 

 

４．研究成果 

本研究は（１）現代思想のマッピング⇒（４）



新しい普遍の創出に至る 4つのステージに沿

って着実に実施された。その成果として特筆

すべきは、ICCT（International Center for 

Critical Theory：東京大学、華東師範大学、

北京大学、ニューヨーク大学を中心とする国

際コンソーシアム）をはじめとする国際的協

力関係の構築において、中心的な役割を果た

したことである。その象徴的なイベントとし

て、最終年度 6月 27日と 28 日の二日間にわ

たり、日中文学界を先導する三人の作家を招

き、ICCTに参加する世界各地の機関から二十

名を超える研究者が一同に会する大型国際

シンポジウム「“現場”の挑戦と文学の営み」

を主催したことが挙げられる。この場を通し

て、新しい普遍をめぐる最新議論の国際的共

有がはかられた。さらに華東師範大学、延世

大学、東京大学の研究者が集ったラップアッ

プシンポジウム「“新しい普遍性”をめぐる

東アジア三方対話」では、「新天下主義」（許

紀霖氏）をはじめとする新しいアイデアの可

能性について濃密な議論が交わされた。いず

れにおいても、東アジアから発信する新しい

普遍すなわち地上的普遍性の可能性が議論

され、今後の議論の発展に繋がるものとなっ

た。以上の成果については、CPAGブックレッ

ト『グローバル化時代の現代思想』Vol.1～5

を刊行し、英語ないし日本語で発信している。 
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